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研究成果の概要（和文）：自立度が低い高齢者の足爪は変形を起こしやすく伸びた足爪により損傷を起こす危険
があり、わらに足爪ケア時の爪損傷やほかの外傷を発生するためケアは敬遠されがちである。
そこで、高齢者施設において日常生活自立度の低い高齢者の足爪・足趾・足部の形態的特徴を明らかにした。対
象25名（年齢中央値90.5歳）の足趾・足爪・足部を観察した。日常生活自立度の低い高齢者では、第1趾の足爪
の肥厚が目立ち、第2～4趾の足爪はC型に変形や爪の生える方向が前方ではなく上方になっていた。また足部・
足趾の変形と爪の形状に関連があることが推察された。ただし、足爪ケアのアセスメントツール開発までには至
っていない。

研究成果の概要（英文）：The toenails of elderly people with a low degree of independence are prone 
to deformity and are at risk of damage due to elongated toenails, and care tends to be avoided 
because of the risk of nail damage and other trauma that can occur during toenail care.Therefore, 
the morphological characteristics of the toenails, toenails and feet of elderly people with low 
independence in daily living were investigated in an elderly care facility. The toenails, toenails 
and feet of 25 subjects (median age 90.5 years) were observed. In older people with low independence
 in daily living, the toenails of the first toe were noticeably thickened, and the toenails of the 
second to fourth toes had a C-shaped deformation or the direction of nail growth was upward rather 
than forward. It was also inferred that there was a relationship between toenail shape and deformity
 of the foot and toes. However, no assessment tool for toenail care has yet been developed.

研究分野： 高齢者看護

キーワード： 足爪　足趾　フットケア　爪ケア　高齢者
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
フレイル予防、介護予防の観点から、高齢者が自分の足で歩行するために足の機能が維持されていることが重要
である。足の機能としても下肢の筋力だけでなく、足趾および足爪の果たす役割は大きい。しかしながら、加齢
に伴う変化および自立度の低下等により足爪が変形してくると、自分では爪切りできず、さらに通常の爪切りで
はお手入れさえできない。そのため、どのような爪なら安全に爪切りできるのか、あるいは専門家に委ねないと
いけないのかを明らかにすることはとても重要である。そのため、この研究を継続して取り組み、自立して歩く
ための足の維持のために足爪ケアに注目できるようにしてく必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

高齢者の寝たきり予防のためにフットケアは重要視されている。それは、足部や足爪に 異常
があると転倒リスクが高くなる１）からである。ゆえに、超高齢社会の日本において、高齢者の自
立支援のためには、“歩行できる・立位になるための足の維持”は重要となる。本邦では、平成
15 年から「足指・爪ケア」に関する地域事業が開始され、学術組織として日本フットケア学会
が設立された。このような活動により、地域で生活する歩行可能な高齢者へのフットケアは注目
されている。 

高齢者の足爪は、加齢による変化で肥厚や巻き込み、爪白癬等で変形することが多く、とくに
歩行困難な高齢者の足爪の変形予防は極めて困難である。変形した足爪ケアは通常の爪切りの
使用が困難でニッパー等の特殊な器具が必要となる。また、爪切り時に出血や爪のひび割れ、剥
離など 2）により爪切りに危険を伴う。  

医師法第 17 条、歯科医師法第 17 条および保健師助産師看護師法第 31 条では、爪そのものに
異常がない場合、医師・看護師以外が爪切りで切ることおよび爪ヤスリでやすりがけをしてよい
とされている。しかし、介護従事者が起こした事故報告の研究によると、約 3 割が爪切りの事故
3）であり、約 6 割の介護職が足爪ケアを含む医療以外行為に不安を感じていた 4）。そして、看護
職の認識調査 4）では、足趾の爪ケアの課題として、足趾の爪ケアの知識・技術の欠如、人的資源
の欠如、相談できる専門職者の欠如、組織体制の未整備があげられていた。これらは、看護・介
護職が安全にケアできる範囲を明確にするものが確立されていないためであると考える。以上
のような課題から足爪ケアが放置されやすくなり、伸びた爪が寝衣・寝具に引っかかり剥離や出
血等を起こす危険がある。このような状況は、高齢者の日常生活援助をするうえで看過できない
と考える。 

一方、足爪ケアの研究は、歩行可能な人や糖尿病患者を対象 5）としたものが中心であり、日
常生活自立度の低い高齢者の足爪に焦点化された研究はない。また、足爪ケアに関するテキスト
は、種々のフットケアの解説書や、学会から刊行されているものがある。これらも歩行可能な人
や糖尿病患者の足爪ケアが中心である。これでは、自立度の低い高齢者の足爪ケアの課題を解決
できないと考えた。 
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２．研究の目的 

本研究の目的は、日常生活自立度の低い高齢者の足趾の爪の形態的特徴を質的記述的に明ら
かにし、足趾の爪ケアのアセスメントツールを開発することである。 

 

３．研究の方法 

研究の構造を図１に示す。 

（１）足趾・足爪・足部の実態調査にて形態的特徴を明らかにする【A】 
対象：所属機関のある県内における高齢者施設を利用する 65 歳以上の高齢者 
方法：1）対象の基本属性、日常生活自立度、足部の血流を把握する。 

2）左右の各足趾・爪・足部の観察と写真からスケッチし足爪の形態的特徴・事象を詳 
細に言語化する。 

3）質的スケッチ技法により現象を解釈（分析）する。 
4）データの信頼性確保のために、皮膚科医および質的スケッチ技法によるスキンケア            
教育研究者のスーパーバイズを受ける。 

5）爪の特徴と日常生活自立度の関係を検討する。 
 
（２）ケア提供者の足爪ケア時の判断・思いを面接にて明らかにする【B】 
対象：所属機関のある県内における療養型病床および高齢者施設に従事する看護職・介護職  
方法：1）対象が提供する足爪ケアを参加観察する。 



2）足爪ケア提供時の判断・思いについて半構成的面接を実施する。 
3）逐語録を作成し、テキストマイニングにより量的に分析する。 

 
 
（３）安全に足爪ケアを提供してよい足爪のパターン検討【C】 
方法：【A】【B】の分析結果から、足爪の特徴と看護職・介護職が安全に足爪ケアを提供してよ

いパターンを見出す。 
 
（４）アセスメントツールの作成と普及【D】 
【A】～【C】の結果から、足爪ケアのアセスメントツールを作成し、論文投稿およびセミナー・
研修会の開催等を実施して、アセスメントツールの普及活動を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
（１）[足趾・足爪・足部の実態調査]について、高齢者施設において足趾・足爪・足部の実態を
明らかにするため、2018 年 8 月～2020 年 2 月に介護老人保健施設に入所中の 63 名の本人ある
いは家族に研究説明を実施し、25 名の研究の同意を得て調査を実施した。対象は、男性 5 名、
女性 20 名、年齢の中央値は 92.5 歳であった。日常生活自立度Ａランク 2 名（8.0％）、Ｂランク
20 名（80.0％）であった。 
対象の足部および足趾と足爪を観察し、撮影した写真からスケッチ技法にて特徴を言語化し

た。日常生活自立度の低い対象では、第 1 趾の足爪に肥厚が多く、爪全体が肥厚しているもの
（図 2①②）、爪の表面が断層になっているもの（図 2 ①）、爪の生え方が一旦上方にあがり先端
が前方に延びているような変形があるもの（図 2 ②）、巻き込みながら筒状になっていくもの
（図 2 ③）などが特徴的なものであった。第 2～4 趾 の足爪は、C 型に変形しているものや爪の
生える方向がほぼ垂直に近い上方になっており、第 1 趾とは特徴が異なっていた。足趾の変形で
特徴的なものは、第 1 趾において、図 3 に示すように底屈もしくは背屈し、趾尖が上方に向かっ
ているものがあり、そのような足趾の場合、爪の変形も伴っていることがわかった。があること
が推察された。 

 

 

 図１ 研究の構造  

①             ②            ③ 

図 2 第 1 趾 特徴的な爪 
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① 足爪ケアを参加観察し、ケア
内容を言語化

② 足爪ケアに対する判断・思いに
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スーパーバイズ
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【C】 安全に足爪ケアを提供してよい足爪の特徴・パターンを見出す

【D】 自立度の低い高齢者の
足爪ケアアセスメントツールの作成



（２）[足爪ケアの参加観察・面接]は、参
加観察のみ実施した。足爪のケアは入浴後に
実施されていることが多く、主に介護士によ
るものであった。肥厚している爪や変形して
いるとくに上向きに生えている爪のケアは、
通常の爪切りでカットできないため、非常勤
の内科医に依頼していた。しかし、図 3 に示
すように肥厚していない爪が趾尖を覆う場
合、介護士は伸びているは理解していても爪
切りをすることはなかった。 
 
（３）足趾の変形と爪の形状および対象の自
立度との検討はまだできていない。また、安
全に爪切りをしてよい爪について、皮膚科医
とのディスカッションができていないため、
これらを引き続き検討し、足爪ケアアセスメ
ントツール開発に取り組んでいく。 
これとともに、フレイル予防、介護予防の観点から、高齢者が自分の足で歩行するために足の機
能が維持されていることが重要であること、足の機能としても下肢の筋力だけでなく、足趾およ
び足爪の果たす役割が大きいことについて、高齢者施設従事者や地域への発信は必要である。超
高齢社会日本の取り組みとして自立して歩くための足の維持のために足爪ケアに注目できるよ
う、この研究を継続して取り組み続ける必要がある。 

 

図 3 足趾と爪の特徴 
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